
令和２年度「みえ現場de県議会」 
     ～新型コロナウイルスが及ぼす県内経済への影響について～ 開催要領 

 
１ 開催趣旨 
新型コロナウイルス感染拡大により、人やモノの動きは世界中で停滞し、三重県において
も幅広い業種で落ち込みが見られるなど、地域経済は非常に厳しい状況を迎えている中、私
たちは今後、警戒を緩めることなく、暮らしと経済を再生し、活性化していくことが求めら
れています。 
そこで今回は、「新型コロナウイルスが及ぼす県内経済への影響について」をテーマに、
コロナ禍で経済的影響を受けた方々と意見交換を行う「みえ現場 de 県議会」を開催し、
今後の議会での議論に反映させていきます。 
 
２ 日 時 
令和３年１月２６日（火）１３：３０～１６：００ 〔受付：１３：００から〕 

 
３ 場 所  
公益財団法人 三重北勢地域地場産業振興センター「じばさん三重」６階 ホール 
（ 三重県四日市市安島１－３－１８  ＴＥＬ ０５９－３５３－８１００ ）   

 
４ 参加対象者（予定） 
（１）関係者の方                                     [6人] 
  《製造業》 

   ・丸彦酒造 株式会社             専務取締役      鈴木
すずき

 大地
だいち

 様 
 
      ・帝産

ていさん

大鐘
おおがね

ダイカスト工業 株式会社      代表取締役社長    水野
みずの

 三弥
かずや

 様 
  
  《観光・運輸関連》 

      ・湯の山温泉協会 会長  （ 鹿の湯ホテル   代表取締役社長 ） 伊藤
いとう

 裕司
ゆうじ

 様  
 

      ・株式会社 三交タクシー          代表取締役社長   中島
なかしま

 嘉浩
よしひろ

 様 
  
  《飲食サービス・小売り》 

・四日市商店連合会 会長（ 株式会社 紺文
こんぶん

 代表取締役社長 ） 森
もり

 修
しゅう

平
へい

 様 
  
《学術・文化》 

・サニーサイドゴスペルクラブ三重（四日市） リーダー     小西
こにし

 生峰
いくほ

 様 
  

（２）三重県議会議員                            [13人] 
(正副議長、広聴広報会議委員、戦略企画雇用経済常任委員長)    

                                       ［計 19人］ 
 
５ 傍 聴  
   傍聴定員 ４０人 
※大きな会場（収容人数２５３人のホール）を使用しますが、過密とならないよう傍聴 
定員を４０人に制限します。 

    ※傍聴受付は会議の開始予定時刻の３０分前から先着順で行い、傍聴定員数に達し次第 
終了します。 
 



６ 内 容  
   進行：副議長（広聴広報会議座長） 
（１）開会あいさつ 
  （２）状況説明、意見交換 
 
７ 主 催   三重県議会広聴広報会議 
 
８ その他  
   新型コロナウイルス感染予防対策として、次のことを実施します。 
   ・傍聴者を先着４０人とし、意見交換を行う関係者を含めた全参加者数を、会場収容人 
数（２５３人）の約１／４とします。 
・参加者に、会議への参加にあたっては、風邪のような症状のある方についてはご遠慮 
いただくとともに、マスクの着用や咳エチケット、入室時のアルコールによる手指消 
毒の徹底などにご協力いただくよう依頼します。 

   ・傍聴者には、名前・電話番号の記入への協力を依頼します。 
   ・参加者の配席は十分な距離を確保し、約１時間毎に休憩を取り、換気を行います。 
   ・意見交換の際は、その都度、消毒したマイクを使用します。 
   ・新型コロナウイルス感染拡大の状況により中止する場合があります。その際は、改め 
    て報道機関に資料提供し、三重県議会のホームページ等で県民の皆さんにお知らせ 
    します。 
 
 


